
Ⅰ はじめに：心理的安全性とは何か

心理的安全性は経営学分野などを中心に検討されてき
た概念であり、特に２０１２年 Google 社の調査において組
織の収益性や離職率に強く影響する要素とされたことか
ら近年大きな注目が集まっている。エドモンドソンは、
心理的安全性を、職場などの特定の状況下において、対
人関係におけるリスクを取ることについて成員またはメ
ンバーがもつ信念であると定義している（Edmondson
A．C，１９９９; エドモンドソン，２０２１）。伊藤（２０２１）はこ
の定義を「職場で、意見を提示したり、質問したり、助
けを求めたりしても、『自分自身のイメージやキャリア・
地位にはダメージが及ばない』という個人の感情やチー
ムの信念」とより具体的に説明している。また、石井
（２０２０）は、「チームの中の対人関係におけるリスクを
取っても大丈夫だ、というチームメンバーに共有される
信念のこと」とし、対人関係のリスクについて「自分の
発現やアウトプットについて（中略）『良かれと思って
行動しても、罰を受けるかもしれない』リスク」と説明
している。
これらの定義から、心理的安全性とは、職場などの目
標や方向性を共有する組織において、成員が所属する組

織について有する認識が成員個人や組織全体の振る舞い
に影響し、そのことが組織全体のパフォーマンスに影響
を及ぼすという一連の流れを持った概念であることがわ
かる。さらにエドモンドソンは、心理的安全性のあり方
が組織全体のパフォーマンスにとどまらず、その組織と
個人がその拠って立つ環境に適応し、適切に機能する仕
組みが変化することにもつながると考察しており、知識
が絶えず変化する組織や、人々が協働する必要のある組
織において不可欠なものであるとしている（伊藤，２０２１）。
心理的安全性は、経営学分野を中心に産業分野や教育、
ヘルスケアi 分野などさまざまな領域において検討され
ている。２０１９年には丸山・藤によって企業組織内の心理
的安全性を測定する Psychological Safety Scale 日本語
版が発表されている（表１）ほか、心理的安全性研究の
第一人者であるエドモンドソンらがヘルスケア分野を
フィールドとして研究を行ってきたことに影響を受けた
ことからか、医療や看護分野においても検討が活発であ
る（緒方，２０２１；佐藤，２０２１）。２０２１年５月発刊の雑誌「看
護管理」は、心理的安全性の特集号として編集され、そ
の企画趣旨の中で緒方（２０２１）は、“組織の構成員が自
組織内において心理的安全性の存在を認識・理解し、組
織のパフォーマンスを高めていけるような組織づくり”
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を目指すため心理的安全性が有用であるとしている。ま
た、同企画の中で佐藤（２０２１）は、日本のヘルスケア領
域、特に医療従事者についての研究に焦点化し、心理的
安全性の研究の多くが医療安全の分野の文脈で用いられ
ているが、その枠組みのみで心理的安全性をとらえてし
まうことで概念の効果を十分に活用できない可能性があ
るとも述べている。
以上のようにヘルスケア分野、とりわけ医療や看護分
野において心理的安全性は有効な概念として活発に検討
されていることがわかる。本稿は、看護分野と同じ対人
援助職ii と定義づけられる教育分野、さらに保育分野に
おいて心理的安全性の研究動向を確認し、概説すること
を目的とするものである。

Ⅱ 保育・教育分野における心理的安全性の
研究の動向

まず、CiNii（国立情報学研究所 学術情報ナビゲー
タ）のうち論文・雑誌記事データベース「CiNii Articles」
を用い、「心理的安全性」、「保育」、「教育」をキーワー
ドとして検索をおこなった（２０２１年１２月現在）。
検索の結果、「心理的安全性」と「保育」、「心理的安

全」と「保育」のいずれにおいても該当する論文・雑誌
記事は抽出されなかった。一方「心理的安全性」と「教
育」では１０件が抽出された。１０件のうち、ビジネス、介
護、医療分野など、教育分野についての研究とはみなさ
れないものが４本あり、教育における心理的安全性につ
いて検討された研究は６本であると確認された（表２）。
６本の研究のうち５本は論文、１本は学会発表である
が、これらの発表は２０１９年から２０２１年の直近３年間に集
中していた。教育や保育の分野における心理的安全性研
究の動向は、日本のヘルスケア分野従事者における心理

的安全性の文献レビューを行った佐藤（２０２１）と一致し
ていることがわかった。また、６本の論文のうち５本が
小学校から高校または特別支援校の教員、つまり教育分
野の従事者の心理的安全性について検討されたものであ
り、これも医療分野の検討と同じ傾向が認められる。し
かし、医療や看護の従事者における心理的安全性につい
ての文献が２０２１年のレビューにおいて２８件抽出されたこ
とと比較すると、教育分野においては三分の一以下の文
献しか存在しないこと、また、保育分野においては研究
が皆無であることから、我が国における教育および隣接
分野である保育領域においては、研究が端緒に就いたば
かりの段階であるといえるだろう。

Ⅲ 教育分野における心理的安全性の研究

佐藤（２０２１）は、日本のヘルスケア分野における心理
的安全性の文献レビューにおいて、ほとんどの文献で心
理的安全性の概念が医療安全の文脈で用いられている
が、心理的安全性のアウトカムとして重要なのは「組織
学習」や「パフォーマンス」であり、医療安全の枠組み
の視点のみでこの概念をとらえることは、活用の可能性
を狭めることにつながると指摘している。
緒方（２０２１）は、伊藤（２０２１）をふまえ、心理的安全

性に影響を与える要素と心理的安全性によってもたらさ
れるものを整理し、その活用を論じている。緒方は心理
的安全性に影響を与える要素として「医療組織の構造的
要素」および「対人（関係）的要素」の２点、心理的安
全によってもたらされるものとして「良好な人間関係」
および「高いパフォーマンス」の２点のそれぞれから検
討されたヘルスケア領域の研究を紹介している。
緒方の整理した２つの要素から前節で抽出された教育
領域における心理的安全性についての研究６本を確認し
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てみると、「心理的安全性に影響を与えるもの」と「心
理的安全性によってもたらされるもの」の２つの視点で
大別することが可能であった。以下にそれぞれの視点か
ら各研究を概説し、その知見を整理していく。

１．心理的安全性に影響を与える要素についての検討
三沢ら（２０２０）、徳留（２０１９）の検討は、学校教員組
織において教員のパフォーマンスを規定する要因として
心理的安全性の重要性を論じたものである。
三沢ら（２０２０）は、教員免許状更新講習に参加した小

中高および特別支援校の常勤一般教諭を対象に、教師の
チームワーク、学校組織の風土について質問紙調査を
行っている。この研究の中で心理的安全性は、教師の
チームワークに寄与する組織環境要因とされた学校組織
風土の要因のひとつである「心理的安全風土」として取
り上げられ、教師のチームワークの３要素（「相互調整」
「職務の分析と明確化」「知識と情報の共有」）のすべて
と中程度の相関があることが示されている。
また、德留（２０１９）の検討は自身の勤務する中学校に
おいて行われた実践についての研究論文である。徳富は
子どもの学びを支える土台として教員間の同僚性が重要
であり、それを規定する要因として心理的安全性を高め
る校内の取り組み（校内研修のあり方や授業実践の共有、
職員室の座席配置の工夫など）の実践およびその成果を
報告している。

２．心理的安全性によってもたらされるものの検討
亀山（２０２１）らは、理科教育における対話的学びを要

求する場面における学級の対人関係の個人差に着目し、
その一要因として心理的安全性を取り上げている。亀山
は理科教育において重要とされてきた相互批判的な議論
を包含する学習活動を、アクティブラーニングや対話的
な学びの在り方の一つとして位置づけ、学びを共にする
集団に対する心理的安全性が学びの実現のために重要な
要素となっていることを指摘している。検討の結果、学
級内の対人関係が、理科の実験グループにおける心理的
安全性や理科の授業における批判的議論のあり方に影響
しており、中学校の生徒の学習活動というパフォーマン
スに対して心理的安全性を高めることの意義が考察され
ている。
一色ら（２０１９，２０２０）は小学校教員の創造的教育実践
を促進する要因として児童の保護者に対する心理的安全
性に着目して検討を行っている。一色はEdmondson
（１９９９）の作成した集団レベルの心理的安全性尺度をも
とに、児童の保護者に対する心理的安全性を測定する尺
度（７項目７件法）を作成して教師に質問紙調査を行っ
ている。その結果、教師の保護者に対する心理的安全性

が高いほど新奇な実践に挑戦しようとする傾向が認めら
れること、創造的な教育実践全般を実施しやすいことを
確認している。この結果は心理的安全性と創造性の発揮
および関連性を示す先行研究を支持しており、教師の保
護者に対する心理的安全性が児童の教育実践というパ
フォーマンスに影響すると一色は考察している。
森本（２０２１）の研究では、学校の組織風土の一要因と

して心理的安全性および保護者に対する心理的安全性
が、教員の教科指導に対する学習動機づけおよび教師の
エンパワメントにどのように関係するかについて質問紙
調査によって検討している。結果、協働的で心理的安全
性の確保された学校風土においては教師自身の自発的・
自律的な学習動機が高まりやすく、保護者に心理的安全
性を感じているほど教科指導に動機づけられ，積極的に
学校運営に参画しやすくなることが示された。この結果
は一色ら（２０２０）の研究を支持する結果であるとしてい
る。
以上のように、緒方（２０２１）の示した２つの観点から
教育分野における６本の心理的安全性の研究を確認した
ところ、教育に関する心理的安全性の研究６本のうち５
本が教員すなわち教育従事者を対象にした研究であり、
ヘルスケア領域における研究動向と同様に、心理的安全
性に影響を与える要素として「（教育）組織の構造的要
素」「対人（関係）的要素」、心理的安全によってもたら
されるものとして「良好な人間関係」および「高いパ
フォーマンス」について検討されていると考えられた。

Ⅳ 保育分野に心理的安全性概念は拡張可能か

前節までの議論から、教育領域においては心理的安全
性の有効性が少しずつ検討され始めている現状が確認で
きた。本節では、保育領域では心理的安全性が取り上げ
られ検討されていないことをふまえ、この概念を保育領
域に拡張する可能性、あるいは意義について議論してい
く。
平成２７年１２月中央教育審議会答申において「チームと

しての学校（チーム学校）」という概念が提唱され、平
成３０年の学習指導要領および幼稚園教育要領の改訂にと
もなって新しい教育に求められる学校の在り方として注
目を集めるようになっているiii。「チーム学校」は教育課
程の改善および複雑化・多様化した課題の解決のため、
学校の組織の在り方の協働性を高めるものとされてお
り、「チーム」は、教員および心理・福祉などの専門の
スタッフとの連携および保護者や地域との連携や協働を
指していると考えられる。
石井（２０２０）はエドモンドソンの議論から、チームの

学習を促進し、中長期でパフォーマンスを上げるための
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要因として心理的安全性が重要であるとしている。「チー
ム学校」の実現とは、学校においてチームとして互いに
アイディアを生み出す、ともに問題を取り組む、ともに
ゴールや目標に向かうという活動の中でチームになると
いう性格をもつ組織集団となること（石井，２０２０）であ
ると解釈可能であろう。
小薗江（２０１７）は、初等教育機関である幼稚園にも「チー

ム学校」を目指すことが求められる状況にあるものの、
初等中等教育を担う学校の概念を幼稚園運営に同一に当
てはめる難しさがあることを指摘した上で、幼稚園に特
有なチームとしての職員集団の在り方について論じてい
る。小薗江はさまざまな保育実践事例を引用しながら幼
稚園にはチームとしての実践が「チーム学校」以前から
存在していることを指摘し、保育の現場の風土として、
また保育者としての資質や技能、および専門性として協
働・連携のもとチームとして機能する実践はすでに存在
しており、「チーム学校」の実現は十分に期待できると
している。
また、保育所保育指針解説にも「職員一人一人が保育
所全体としての目標を共有しながら協働する一つのチー
ムとなって保育にあたる」と記述されていることから、
チームによる協働や連携がすでに実践として根付いてい
るといえる。また、チーム保育の関連論文をレビューし
た恒川（２０２１）は、チーム保育によって保育者相互の協
働や同僚性を構築されることが保育者の力量形成や保育
の質につながっていくことを確認しており、チームの成
員間の関係性やそのパフォーマンスに影響する要因を検
討する際、心理的安全性の概念を関連づけられる可能性
もあるだろう。
心理的安全性が組織におけるチームの学習を促進し、
中長期でパフォーマンスを上げるものであると定義され
ていることをふまえると、「チーム学校」の概念が打ち
出される以前からチームとして保育が行われている保育
領域においても、教育分野同様に心理的安全性の概念を
検討していく価値が十分にあると考えられる。

Ⅴ 保育において心理的安全性概念が有効な
領域とは

前節の議論から、保育には学校にチームによる協働の
必要性が打ち出されるようになった状況以前から、保育
においては、特有のチームによる協働の実践が行われて
きていることが確認できた。つまり、保育には心理的安
全性概念が有効であるとされるチームとしての協働の文
化が十分に存在しており、石井（２０２０）によるチームの
学習を促進し、中長期でパフォーマンスを上げるための
要因としてこの概念を取り上げる意義があると考えられ

る。本節では、保育の中でも具体的にどのような文脈に
おいて心理的安全性の概念を検討できる可能性があるか
を提言していく。
保育における「チームの学習」や「パフォーマンス」
とは具体的にどのようなものであるだろうか。緒方
（２０２１）は、これを検討するにあたっては検討する組織
（チーム）におけるどのような事象についてのパフォー
マンスであるかを明確に定義していくこと、たとえば心
理的安全性の帰結として目指す成果を同定した上で検討
していくことの重要性を述べている。ここでは、心理的
安全性の概念の検討が有効だと考えられる「パフォーマ
ンス」として、保育者の就業継続について心理的安全性
概念の有効性を考えてみたい。
保育職の離職率の高さは、待機児童問題の深刻化の一
因としてかねて課題となっている。平成２９年の厚生労働
省による社会福祉施設等調査によれば、保育士の離職率
は常勤保育士の９%、幼稚園教諭は平成２８年の学校教員
統計調査によれば１１％であり、勤続年数や従事者の年齢
構成からみると３０代未満が４割以上と比較的短いスパン
で若い保育者が入れ替わっている状況であると考えられ
る（友野・笠原，２０２０）。
令和元年度東京都保育士実態調査では、保育士の離職
理由としてもっとも多く挙げられたのは「職場の人間関
係」であり、続く理由としては給与や仕事量、労働時間
などの労働条件が挙がっている。保育者の離職と在職継
続の要因についての研究をレビューした友野・笠原
（２０２０）は、保育者の離職の要因として多くあがってい
る「人間関係」の意味するものが広すぎることを指摘し
た上で、離職理由として人間関係が挙げられる背景には
保育者個人の特性だけでなく職場の環境要因を検討する
必要があること、さらに離職を思いとどまる要因にもま
た「人間関係」が関与していることを指摘している。
さらに市原（２０２１）は、保育職を離職した若者の経験
と生活世界に寄り添う視点で行われた玉木（２０１８）の６
本の研究を援用し、「仕事におけるやりがい」を第一の
価値とする「屈強で意識の高い」保育者が中心となった
職場の論理に排除されることが保育者の離職につながる
だけでなく、さらに非正規化や潜在保育士化に結び付い
ているとした。保育士の離職については離職に至るまで
の保育者の生活者との側面にも着目して質的に検討して
いくことが必要性であると指摘している。この指摘は、
新人保育者の離職については特に先輩保育者との相互作
用に着目し、微視的にその関係を検討していく必要があ
るとした濵名・中坪（２０１９）の示唆にも通じるものがあ
る。
心理的安全性の概念は、これまで保育者の離職の要因
とされてきた「人間関係」や「労働条件」、「やりがい」
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を、離職者側の固定的な要因としてのみとらえるのでは
なく、多様な保育者がその身を置く組織、すなわちチー
ムとして行う保育をとらえるための概念として有用であ
ると考えられる。つまり、心理的安全性は離職した、あ
るいは離職に向かう懸念のある特定の保育者のみなら
ず、離職に向かいつつある特定の保育者が属するチーム
の成員それぞれが持つものである。このような多様な保
育者がともに実践を行うチーム内の相互の関係性やチー
ム全体のダイナミクスを記述するため心理的安全性の概
念から検討することが可能であろう。
以上の議論から、保育者の離職をはじめ保育現場にお
いて課題となっている問題について検討するために有効
な概念であると考えられる。今後は、保育者および保育
者を目指す保育学生などの就業への意欲、就業の継続、
離職などについて、この概念を視点として具体的な検討
を行っていきたい。
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ⅰ 「ヘルスケアとは、自らの『生きる力』を引き上げ、病
気や心身の不調からの『自由』を実現するために、各産業
が横断的にその実現に向け支援し、新しい価値を創造する
こと、またはそのための諸活動をいう」（一般社団法人日
本ヘルスケア協会HP ; https : //jahi.jp/about/healthcare-
definition/より）。同HPの詳細版の定義には、医療分野
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だけでなく、健康、生活など多様な領域を横断する用語で
あると説明されている。
ⅱ 小林（２０２０）は先行研究をふまえ、個人や集団に対して
健康や教育のサービスを提供する専門職や、医療や介護、
教育、福祉等の分野の職業を対人援助職としている。
ⅲ チームとしての学校像は、「校長のリーダーシップの下、
カリキュラム、日々の教育活動、学校の資源が一体的にマ
ネジメントされ、教職員や学校内の多様な人材が、それぞ
れの専門性を生かして能力を発揮し、子供たちに必要な資
質・能力を確実に身に付けさせることができる学校」と説
明されている（2015 年中央教育審議会「チームとしての
学校の在り方と今後の改善方策について（答申）」より）。
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